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メトラー・トレドだけが提供する最新超高速DSC技術

www.mt.com/TA-FlashDSC 

この度、メトラー・トレドから新しい熱分析製品、「FlashDSC1超高速DSC測定装置」が発売されました。
FlashDSC1は制御昇温速度が30℃～2,400,000℃/分、制御冷却速度が－6℃～－240,000℃/分を実現した、
メトラー・トレドだけが提供できる、全く新しい熱分析技術として大きく期待されている製品です。
この技術により従来知ることが出来なかった昇温中に起こるポリマーの再組織化検討、溶融成形や高速プロセス中の
熱挙動の把握、プロセスの可視化および最適化検討の大幅なスピードアップ、またはナノスケールサンプルの
DSC測定へも期待が持たれます。
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平成25年度第44回繊維学会夏季セミナー
繊維の「グローカリゼーション」を目指して
－－Think Globally, Act Locally －－

日 時：平成 25 年 8 月 8 日㈭～10 日㈯
場 所：桐生市市民文化会館（群馬県桐生市織姫町 2－5）、TEL 0277－40－1500

ホームページ：http : //www.kiryu-piif.jp/
交通：JR桐生駅から 9分、東武線、新桐生駅から車で 5分

定 員：300 名
趣 旨：この度、総合テーマとして“繊維の「グローカリゼーション」を目指して－Think Globally, Act Locally－”を

掲げ、本年度の夏季セミナーを企画しました。今日、ローカルなイノベーションがすぐに世界経済に影響し、逆
に、世界経済との関わりからイノベーションの方向を捉えることが強く要求され、研究開発・生産活動における
パラダイムシフト、すなわち創造的破壊が求められる時代となりました。本セミナーでは、繊維産業が今後どう
進むべきか？学術面だけでなく、経済情勢も話題として取り上げ企画しました。【特別講演】では、まず、文部
科学省の科学技術政策からみた繊維研究開発の方向に関する講演を予定しています。次いで、我が国の繊維産業
を取り巻く日本EU経済連携協定、自由貿易協定に関する講演、さらに、経済に大きな影響を及ぼす「エネルギー」
について日本エネルギー学会長から講演が行われます。一方、今回の総合テーマにふさわしい地元の世界企業の
活動紹介も予定されています。【分科会セッション】では、今後、繊維産業が発展していく上でキーとなる 6つ
の研究・技術開発を積極的に取り上げました。皆様の御蔭をもちまして、最終日まで、濃密なサイエンスを体験
できるプログラムが完成しました。また、セミナーだけでなく、群馬の自然・風土と繊維産業を体験していただ
く機会として【繊維関連施設への視察】を 2日目の午後に準備しました。こちらも是非、ご参加ください。セミ
ナー期間中に日本最高気温を記録するかもしれませんが、熱く参加者の相互交流を深める場として、是非、本セ
ミナーにご参加くださいますよう、心よりお願い申し上げます。

プログラム：

第 1日
（8/8）

時 間 プ ロ グ ラ ム
11 : 00～ 受 付 開 始
13 : 15～13 : 25 開 会

13 : 25～14 : 15 【特別講演 1】科学技術政策及びナノテク・材料研究からみた繊維（仮題）文部科学省 前田 豊

14 : 15～15 : 05 【特別講演 2】EPA/FTAの拡大と繊維産業 日本化学繊維協会 鍵山博哉

15 : 25～16 : 15 【特別講演 3】地域資源を活用した楽しい低炭素社会構築日本エネルギー学会 宝田恭之

16 : 15～16 : 50 【特別講演 4】地元で頑張る世界企業の紹介（仮題）群馬県繊維工業試験場場 上原英之
17 : 30～19 : 30 懇 親 会
テーマ 「A：炭素繊維」 「B：テキスタイル・ファッション・感性」

9 : 15～ 9 : 50
【A1】機能性カーボンへの挑戦

－カーボンで低炭素社会を－
群馬大学 尾崎純一

【B1】 カスタムメイドガーメントの将来に
ついて

島精機製作所 雑貨 透

9 : 50～10 : 25

【A2】新規前駆体高分子を原料とする炭素
繊維の製造

産業技術総合研究所 羽鳥浩章

【B2】 国際市場におけるアパレル設計の展望
～3D着装シミュレーションの活
用事例の実演～

ユカアンドアルファ 保利淳／中村恵子

10 : 35～11 : 10 【A3】炭素繊維複合材料の産業用途展開東レ 平野啓之
【B3】 群馬県の繊維産業と絹製品開発

群馬県繊維工業試験場 笠原 力

11 : 10～11 : 45
【A4】自動車炭素繊維複合材料（CFRP）部

材の量産技術開発
三菱レイヨン 秋山浩一

【B4】 テキスタイルの材料特性と感性評価

神戸大学 井上真理
12 : 30～16 : 00 繊維関連施設の視察
テーマ 「C：エネルギー」 「D：繊維加工」

16 : 30～17 : 05
【C1】 リチウムイオン電池の現状と今後の

展開
群馬大学 鳶島真一

【D1】弱酸性ポリエステルが肌に与える影
響

帝人フロンティア 堀川直幹

第 2日
（8/9）
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参 加 費：

参加申込み：お申し込みはインターネットよりお願いいたします。
繊維学会夏季セミナーのページ http : //www.fiber.or.jp/jpn/events/2013/summer/index.html
注）登録の際、繊維学会会員の方は（個人会員、学生会員の方）が必要になります。
会員番号は学会誌送付用封筒に記載されておりますのでご確認ください。

懇親会費：5,000 円 第 1日目（8月 8日）17：30～
参加費振込先：参加費は現金書留又は、銀行振込みでお支払いください。

※振込手数料は振込人にてご負担ください。現金書留または銀行の控えをもって、本会からの領収書に代え
させていただきます。
現金書留郵送先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－209 繊維学会事務局 宛
銀行口座： りそな銀行目黒駅前支店普通口座 0889579 一般社団法人繊維学会

ポスター発表募集：ポスター発表を募集します。発表申込はWEBよりお願いいたします。
http : //www.fiber.or.jp/jpn/events/2013/summer/Form_appl/appl_present.php
申込締切 平成 25 年 6月 30 日（日）
予稿原稿提出締切 平成２5年 6月 30 日（日）

繊維関連施設の視察申込：繊維関連施設の視察の参加をご希望の方はＨＰを確認の上、繊維学会事務局へお申し込みくだ
さい。

問い合わせ先：繊維学会事務局長野々村弘人 〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
E-mail : office@fiber.or.jp、電話 03－3441－5627、FAX 03－3441－3260

宿泊について：各自で手配願います。JR桐生駅近郊、東武線の藪塚駅、相老駅近くにホテルがございます。早めにご予
約いただきますようお願い申し上げます。

実行委員会
実行委員長：河原豊（群馬大学）
副実行委員長：粕谷健一（群馬大学）、岩田忠久（東京大学）、保城秀樹（クラレ）、森本英行（群馬大学）
実行委員：木村良晴（京都工芸繊維大学）、鞠谷雄士（東京工業大学）、塩谷正俊（東京工業大学）、磯貝 明（東京大学）、

増子富美（日本女子大学）、荻野賢司（東京農工大学）、高寺政行（信州大学）、米山 賢（群馬大学）、武野宏之
（群馬大学）、橘 熊野（群馬大学）、羽倉茂樹（三菱レイヨン）、野島一博（王子製紙）、仲野幸弘（花王）、樋口明久
（東京都立産業技術研究センター）、新井正直（群馬県繊維試験場）、恩田紘樹（群馬県立群馬産業技術センター）

事 務 局：野々村弘人

個人会員 維持・賛助会員 一 般
大学・官公庁 25,000 円 25,000 円 28,000 円
企 業 35,000 円 35,000 円 38,000 円
学 生 8,000 円 － 10,000 円

第 3日
（8/10）

17 : 05～17 : 40
【C2】 ドコモ・グリーン基地局構想と環境

エネルギー技術の紹介
NTTドコモ 小宮一公、竹野和彦

【D2】染色加工におけるマイクロバブルの
利用
都立産業技術センター 榎本一郎

17 : 40～18 : 15
【C3】 電気化学キャパシターと電極材料技

術の展開
太陽誘電 鈴木和昌

【D3】可溶性羊毛タンパク質の調製とその
応用

群馬大学 瀧上昭治
18 : 15～20 : 45 ポスターセッション・ワインパーティー

於：レセプションホール

第 2日
（8/9）

テーマ 「E：バイオポリマー」 「F：高分子のからみあい」

9 : 15～ 9 : 50 【E1】 ポリ乳酸樹脂の改質技術花王 武中 晃
【F1】 レオロジーから見た「からみあい」

長岡技術科学大学 五十野善信

9 : 50～10 : 25
【E2】 微生物産生ポリエステルの高強度繊

維化と大型放射光を用いた構造解析
東京大学 岩田忠久

【F2】 粗視化分子シミュレーションによる
「からみあい」の解析

旭化成 青柳岳司

10 : 35～11 : 10
【E3】 量子ビームによるバイオポリマーの

機能化
日本原子力開発機構 玉田正男

【F3】 固体物性から見た「からみあい」

東京工業大学 扇澤敏明

11 : 10～11 : 45

【E4】 フルフラールからのバイオマスC4
モノマーの合成とそのバイオマス炭
素含有率の測定

産業総合技術研究所 国岡正雄

【F4】 成形加工における「からみあい」の
役割

北陸先端科学技術大学大学院 山口政之
11 : 45～12 : 00 閉会・ポスター賞表彰
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平成25年度繊維学会秋季研究発表会

■ 研究発表会・ポスター発表参加募集および参加要領
主 催：一般社団法人 繊維学会
日 時：平成 25 年 9 月 5 日㈭～6日㈮ 2日間

（ポスター発表は第 52 回染色化学討論会および超臨
界流体国際シンポジウムと合同）

場 所：豊田工業大学
愛知県名古屋市天白区久方 2－12－1
名古屋市営桜通線地下鉄相生山駅より徒歩15分
（地下鉄野並駅からタクシーで 5分、車での来場は
ご遠慮ください）
アクセスの詳細は下記参照
http : //www.toyota-ti.ac.jp/access/index.html

特別講演：徳川美術館 館長・徳川黎明会
会長 徳川義崇氏「文化を守る」

愛知県絞工業組合 理事長 竹田嘉兵衛氏
「現代に生きる伝統工芸有松・鳴海絞り」

研究発表会：特定テーマと一般研究発表およびポスターを予定しています。
特定テーマ（1）「繊維構造と構造形成過程は、ここまで分かったが…」
特定テーマ（2）「ポリ乳酸と生分解性高分子：何処までが本当に分かったのか？」
特定テーマ（3）「感性計測技術の発展と今後の課題」
特定テーマ（4）「高機能繊維創製のための紡糸技術のこれまでとこれからの流れ」
一般研究発表（1）繊維・高分子固体・複合材料の構造・物性・機能（相分離、ソフトマテリアル、界面、ゲルなどを含む）
一般研究発表（2）繊維・高分子の創製（新素材合成、素材変換・化学修飾、無機素材・有機無機複合素材などを含む）
一般研究発表（3）テキスタイル・消費科学（感性、感覚、計測などを含む）
一般研究発表（4）成形・加工・紡糸（染色、機能加工、ナノファイバー、複合材料などを含む）
一般研究発表（5）天然材料・生分解性高分子・医用高分子材料（天然繊維、紙・パルプ、バイオポリマー、バイオマテリ
アル、再生医療用材料などを含む）
口頭発表：発表 15 分、質疑応答 4分、交代 1分です。
ポスター発表：発表者と参加者の活発な議論による研究交流を推進するため、ポスター発表の場を設けています。
【P1 一般部門】
平成 25 年 9 月 1 日時点で満 30 歳以上の研究者による発表

【P2 若手部門】
平成 25 年 9 月 1 日時点で満 30 歳未満の研究者による発表。若手ポスターについては、優秀発表者へポスター賞を授
与いたします。
※ポスター発表のボードの大きさは幅 90cm、高さ 210cmとなります。1日目の 15 時までには貼っていただくようお
願いいたします。

第 52 回染色化学討論会：
詳 細： ホームページをご覧ください。
主 催：（一社）繊維学会 染色研究委員会
日時、会場、懇親会は秋季研究発表会と同一です。
ポスター発表は染色化学討論会、超臨界流体国際シンポジウムと秋季研究発表会の合同で行います。
申込方法が秋季研究発表会とは異なります。ホームページに詳細が掲載されています。
発表プログラム：後日掲載予定
研究発表申込方法：発表申込、予稿集原稿のいずれも専用のWEBから発表 1件毎に登録、投稿していただきます。

メール、FAXによる受付は行いません。
発表申込：平成 25 年 5 月 20 日㈪ 12 時～平成 25 年 6 月 30 日㈰ 17 時
予稿集原稿投稿：平成 25 年 7 月 10 日㈬ 12 時～平成 25 年 8 月 4 日㈰ 17 時

（注意）締切寸前はWEBが混み合いますので、早めの申込および投稿をお勧めします。
締切期限を過ぎますと自動的にWEBが閉鎖されてしまい受け付けられなくなりますので、ご注意くだ
さい。

発表方法：口頭発表には液晶プロジェクターが準備されていますが、パソコンは発表者自身がご持参ください。
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予稿原稿の書式：予稿原稿投稿は 7月 10 日 12 時～8月 4日 17 時の間に、予稿原稿投稿システムで行ってください。
PDFファイル以外は受理できません。そのほか、書式中にある注意事項をよくお読みください。

予稿原稿送付方法：原稿を PDFファイルにして，原稿送付ページより提出してください。
■ 参加登録の方法
参加申込：参加者は、繊維学会ホームページの秋季研究発表会参加申込用紙に必要事項をお書きいただき、WEBにて

申込みをしてください。なお、参加登録は参加費入金をもって受理されますので、事前登録締切日までに下
記の「送金方法」をご覧いただき、ご送金ください。振込手数料は各自でご負担ください。
（注）繊維学会会員番号（個人会員、学生会員の方）および協賛学協会を必ずご記入ください。

未記入の場合には非会員扱いとなりますので、ご注意ください。
送金方法：登録者は、期限までに参加登録料を下記のいずれかの方法にてご送金ください。
（1）現金書留：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人繊維学会 平成 22 年度繊維学会秋季研究発表会係
（2）銀行振込：りそな銀行 目黒駅前支店 普通口座 0889579
（加入者名）一般社団法人繊維学会

（3）郵便振替：口座番号 00160－9－756624
（加入者名）一般社団法人繊維学会秋季研究発表会

懇親会：9月 5日㈭ 18 時 30 分より、オ・バルキーニョにて開催予定です（http : //www.barqui.com/）。
会場は大学から歩いて 10 分ほどです。

（注）1. 参加登録料には，学会予稿集 1冊が含まれます。
2. 予稿集の事前送付はいたしませんので御了承ください。
3. 懇親会のみに参加される方は，懇親会費のみを御送金ください。
4. 研究発表会、ポスター発表および懇親会への参加は、全員事前登録を原則とします。
5. 事前登録締切後は、すべて当日登録となりますので、ご注意ください。当日登録は会場の受付に
直接お越しください。

お問い合わせ先：本研究発表会に関して、ご不明な点がありましたら次のアドレスまでメールでお問い合わせください。
（豊田工業大学 田代孝二：ktashiro$toyota-ti.ac.jp） （連絡する時は＄を＠にかえてください）

その他：不測の事態が生じた場合は、WEB上で告知することをご承知おきください。
ご不明の点は、学会事務局（TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 メール：office@fiber.or.jp）にお問い
合わせください。

■ 重要な締切日時
申し込み期限：発表申込締切：2013 年 6 月 30 日㈰
原稿送付期限：要旨原稿送付締切：2013 年 8 月 4 日㈰
参加登録期限：事前参加登録申込締切：2013 年 8 月 4 日㈰

■ 平成25年度繊維学会秋季研究発表会実行委員会
実行委員長：田代孝二（豊田工大）
副実行委員長：澤渡千枝（静岡大）、田坂 茂（静岡大）、土田 亮（岐阜大）
実行委員：青山忠幸（東邦テナックス）、浅田光則（クラレ）、猪股克弘（名工大）、太田幸一（あいち産科研三河センター）、

岡本正巳（豊田工大）、奥村和之（岐阜産技センター）、木村 浩（岐阜大）、高橋朋子（旭化成せんい）、
武野明義（岐阜大）、田原大輔（豊田工大）、仲井朝美（岐阜大）、長坂俊夫（三菱レイヨン）、永田謙二（名工大）、
野々村弘人（繊維学会事務局）、長谷寛之（ポリプラスチックス）、増田智恵（三重大）、松田靖弘（静岡大）、
村瀬浩貴（東洋紡）、山元博子（豊田工大）、吉岡太陽（豊田工大）、吉水広明（名工大）

参加登録料： 繊維学会 正会員
維持・賛助会員
協賛学・協会員

非会員
繊維学会
協賛学・協会
学生会員

学生非会員

事前登録 8,000 円 15,000 円 3,000 円 6,000 円

当日登録 10,000 円 18,000 円 5,000 円 8,000 円

懇親会費： 繊維学会 正会員
維持・賛助会員
協賛学・協会員

非会員
繊維学会
協賛学・協会
学生会員

学生非会員

事前登録 7,000 円 7,000 円 3,000 円 3,000 円

当日登録 8,000 円 8,000 円 4,000 円 4,000 円
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第41回関西繊維セミナー
「京のものづくり 伝統と先進」

主 催：（一社）繊維学会関西支部

協 賛（予定）：京都市産業技術研究所、京都工芸繊維大学繊維科学センター、セルロース学会、他

日 時：平成 25 年 7 月 3 日㈬ 13 : 00～16 : 00

場 所：京都市産業技術研究所（〒600－8815 京都市下京区中堂寺粟田町 91）

（アクセス JR嵯峨野線 丹波口駅 西へ徒歩約 8分）

プログラム：

13:00～13:05 開会挨拶

13:05～13:25 京都市産業技術研究所から 所長 西本清一氏

13:25～14:05 電子写真方式デジタルプリントシステムの開発 研究部長 早水 督氏

14:05～14:45 セルロースナノファイバーの製造と高植物度ナノコンポジットの開発 研究戦略部長 北川和男氏

15:00～（約 1時間） 研究所見学

参加費：会員（大学官公庁関係、企業関係）：3,000 円 学生：1,000 円、会員外：5,000 円

振込先：京都銀行下鴨支店（142） 普通預金口座 920965

加入者名：繊維学会関西支部（センイガッカイカンサイシブ）

申込方法：氏名・所属、連絡先（所在地、TEL、FAX、E-mail）を明記の上、下記申込先にFAX、E-mail 又はハガキにて

お申し込みください。

申込先：〒606－8585 京都市左京区松ヶ崎橋上町 1

京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科 バイオベースマテリアル学専攻

浦川研究室内 繊維学会関西支部 第 41 回関西繊維セミナー係宛

TEL : 075－724－7567 FAX : 075－724－7564 E-mail : kansai@chem.kit.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

繊維学会 第172回被服科学研究委員会

第 172 回の研究会は、K-LABOの鎌田佳伸氏をお招きして、「布の保温性に関わる繊維の効用」をテーマに、下記の通

りおこないますので、参加くださいますようご案内いたします。

会員以外の方にも、積極的に参加を呼びかけていただければ幸いに思います（参加費無料）。

日 時：平成 25 年 7 月 22 日㈪ 16 : 00～17 : 40

場 所：実践女子学園生涯学習センター 5階、503 番教室

〒191－0061 東京都日野市大坂上 1－33－1 TEL : 042－589－1212 http : //www.syogai.jissen.ac.jp/

講 演：「布の保温性に関わる繊維の効用」 K-LABO 鎌田佳伸氏（元実践女子大学教授）

会 費：3,000 円

尚、委員会終了後、参加者の交流会（18 : 00～20 : 00）を予定しています。

場 所：麒麟坊（中国家庭料理：JR日野駅徒歩 2分） TEL : 042－587－8469 東京都日野市日野本町 4－5－5

＊交流会参加の有無も含めて、7月 10 日までに下記へお申し込みください。

申込＆連絡先：実践女子大学 城島栄一郎 〒191－8510 東京都日野市大坂上 4－1－1

TEL&FAX : 042－585－8897 E-mail : jojima-eiichiro@jissen.ac.jp
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関西支部「関西繊維科学研究奨励賞」

繊維学会関西支部では、若手研究者の皆さんの研究活動を支援すべく、「関西繊維科学研究奨励賞」を設けています。

平成 24 年度受賞者の決定
平成 25 年 1 月 28 日の支部役員会にて、下記の 2名の方々の受賞を決定しました。なお、授与式ならびに受賞講演は、

本年度秋開催の関西支部主催の関西繊維科学講座にて執り行う予定です。

◎山崎慎一 氏（岡山大学大学院 環境生命科学研究科 資源循環学専攻）

研究タイトル：「環状高分子を構成要素とするトポロジカルブレンド高分子の結晶化制御を鍵とした高性能繊維材

料の開発」

◎井上倫太郎 氏（京都大学 化学研究所）

研究タイトル：「中性子反射率による高分子薄膜のガラス転移温度の分布に関する研究」

平成 25 年度応募受付中
他薦、自薦を問いません。下記条件に合った方々からの多くの応募をお待ちしています。

1. 応募に必要な条件（下の二つの条件を同時に満たすこと）

（1）繊維学会関西支部に属する 45 歳以下の研究者であること

（2）その年を含めた過去 3年以内に繊維学会誌に論文を掲載された者あるいは繊維学会において研究発表を行った者

2. 応募要領

（1）必要事項をA4要旨 2～3枚にまとめ、pdf-file の形で繊維学会関西支部事務局まで電子メールにて送ること。

関西支部事務局メールアドレス kansai@chem.kit.ac.jp

（2）記入事項としては、（a）氏名、生年月日、所属、身分、住所、（b）研究タイトル、（c）研究の動機、（d）関係分野に

おけるその研究の位置づけ、新しさおよび独創性、（e）研究の成果および波及効果、（f）発表論文および関連資料、

（g）推薦者の言葉（自薦の場合も）、（h）希望する審査分野（「繊維物理・繊維化学」、「繊維製造・加工・染色」、「繊

維消費・感性評価その他」、「その他」の 4つから選択）、を含むこと。書式は問わない。必要であれば図表などを

含めてもよい。

なお、応募する際の研究内容に関しては、繊維学会誌掲載論文あるいは繊維学会での発表内容とは必ずしも同一

の研究内容であることは必要としない。

（3）締め切り：平成 25 年 7 月末日

3. 審査方法

（1）支部長、副支部長（2名）が、応募資料に基づき，慎重な議論を経て最終的に受賞者を決定する。

（2）審査結果は受賞決定者に通知するとともに、ホームページおよび繊維学会誌を通じて公表する。

4. 受賞者の義務

受賞者は関西繊維科学講座あるいは関西繊維科学セミナーにて賞状および賞金（あるいは賞品）を受け取るとともに、自

身の研究内容について講演することが義務づけられる。

関西支部事務局

メールアドレス kansai@chem.kit.ac.jp
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超臨界流体に関する国際ミニシンポジウム2013

主 催：繊維学会超臨界流体研究委員会
協 賛：繊維学会染色研究委員会、化学工学会超臨界流体部会

超臨界流体染色をはじめ繊維・高分子関連分野での超臨界流体技術の応用が活発に研究されています。この分野を中心
に世界の研究開発について議論するためにそれぞれの分野での第一人者の講演と最先端の研究発表を兼ね、ミニシンポジ
ウムを開催します。ふるってご参加ください。

日 時：平成 25 年度繊維学会秋季研究発表会期間（平成 25 年 9 月 5 日㈭ 6日㈮）
1日目：招待講演および懇親会 2日目：ポスター発表（10～20 件予定）

講 師：
1） 9:30～10:20 Industrialization of Supercritical carbon dioxide dyeing technology on Wool fiber

Prof. Zheng Laijiu, Dalian Polytechnic University, China
2）10:20～11:10 Fabrication of Hollow Fiber by Electrospinning under Pressurized Carbon Dioxide

Prof. Motonobu Goto, Nagoya University, Japan
3）11:10～12:00 Integration of Supercritical Fluid Technologies : Chemical Reaction and Particle Formation

Prof. Youn-Woo Lee , Seoul National University, Korea
昼 食
13:00～14:00 繊維学会特別講演

4）14:30～15:20 Impregnation Technique for Textile Modification Using Supercritical CO2 Fluid.
Prof. Satoko Okubayashi, Kyoto Institute of Technology, Japan

5）15:20～16:10 Carbon Dioxide Processing for Polymerization and Nanocomposite Formation
Prof. Amyn S Teja, Georgia Institute of Technology, USA

6）16:10～17:00 Material processing using supercritical CO2
Prof. Idzumi Okajima, Eduard Lack, Shizuoka University, Japan

場 所：豊田工業大学（平成 25 年度繊維学会秋季研究発表会会場）
〒468－8511 名古屋市天白区久方二丁目 12 番地 1 TEL : 052－802－1111

参加費：

＊平成 25 年度繊維学会秋季研究発表会申込者は無料
銀行振込：福井銀行文京支店 普通預金口座 1135037

（加入者名）繊維学会超臨界流体研究会

申し込み：発表申し込みおよびお問い合わせは下記宛にメールでお願いします。
奥林里子 okubay@kit.ac.jp

申し込み締め切り：平成 25 年 8 月 26 日㈪
振り込み締め切り：平成 25 年 8 月 31 日㈯

実行委員会：
委員長：奥林里子（京都工芸繊維大学）
委 員：濱田州博（信州大学）、阿尻雅文（東北大学）、堀 照夫（福井大学）、後藤元信（名古屋大学）、杉浦和明（京都市

産業技術研究所）、斉藤拓（東京農工大学）、廣垣和正（福井大学）

事前登録（8月 31 日まで） 当日登録

繊維学会超臨界流体研究委員会会員 15,000 円 20,000 円

上記以外の一般 20,000 円 25,000 円

学生＊ 5,000 円 7,000 円

懇親会費 5,000 円 7,000 円
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JTCCの「繊維産業資材の基礎と応用
（大阪会場・名古屋会場）」講座

1）大阪会場
日 時：平成 25 年 8 月 31 日㈯、9月 7日㈯
場 所：大阪産業創造館（地下鉄 堺筋本町駅 徒歩 5分）
問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）

TEL : 06－6339－1237 FAX : 06－6339－0337
2）名古屋会場
日 時：平成 25 年 10 月 5 日㈯、10 月 12 日㈯
場 所：ウインクあいち㈶愛知県産業労働センター
問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）東海支部

岩上 厚 TEL : 052－835－6720
E-mail atsuiwa@wa2.so-net.ne.jp

――――――――――――――――――――――――――

第15回日本感性工学会大会
－－しなやかな感性－－

主 催：日本感性工学会
日 時：平成 25 年 9 月 5 日㈭～7日㈯
場 所：東京女子大学
プログラム：
9月 5日㈭ 総会・特別講演・研究発表等
9月 6日㈮ 特別講演・研究発表・懇親会等
9月 7日㈯ 特別講演・研究発表等
問合せ先：〒103－0007 東京都中央区浜町 2－55－5

グランドハイツ 1003
日本感性工学 事務局 上野
TEL : 03－3666－8000 E-mail : jske@jske.org

――――――――――――――――――――――――――

元素ブロック第2回公開シンポジウム
文部科学省 科学研究費 新学術領域研究

－－元素ブロック高分子材料の創出－－

主 催：領域総括班
日 時：7月 5日㈮ 10 : 30～17 : 40（10 : 00 受付開始）
場 所：東京工業大学大岡山キャンパス東工大蔵前会館

詳しくは、HPをご覧ください。
http : //element-block.org

問合せ先：〒739－8527 東広島市鏡山 1－4－1
広島大学大学院工学研究院「元素ブロック高分
子材料の創出」領域事務局
E-mail : office@element-block.org

――――――――――――――――――――――――――

第61回レオロジー討論会

主 催：日本レオロジー学会、日本バイオレオロジー学会
日 時：平成 25 年 9 月 25 日㈬～27 日㈮
場 所：山形大学 工学部

問合せ先：日本レオロジー学会事務局
〒600－8815 京都市下京区中堂寺粟田町 93
京都リサーチパーク 6号館 3F
TEL : 075－315－8687 E-mail : office@srj.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

マテリアルライフ学会「第24回研究発表会」

主 催：マテリアルライフ学会
日 時：平成 25 年 7 月 5 日㈮、6日㈯
場 所：京都工芸繊維大学 松ヶ崎キャンパス 60 周年記

念館
問合せ先：マテリアルライフ学会

〒103－0025 東京都中央区日本橋茅場町 2－6－8
TEL : 03－5695－6544 E-mail : mls@kt.rim.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

第37回静電気学会全国大会

主 催：静電気学会
日 時：平成 25 年 9 月 10 日㈫、11 日㈬
場 所：千葉大学教育学部 講義棟（2号館）2階

（千葉市稲毛区弥生町 1－33）
プログラム：特別講演、一般講演、臨時総会
問合せ先：静電気学会事務局

〒113－0033 東京都文京区本郷 4－1－3
シャルム 80 4F
TEL : 03－3815－4171 E-mail : iesj@iesj.org

――――――――――――――――――――――――――

第26回におい・かおり環境学会

主 催：公益社団法人 におい・かおり環境協会
日 時：平成 25 年 8 月 21 日㈬～22 日㈭
場 所：文京学院大学 本郷キャンパス 仁愛ホール

（東京都文京区向丘 1－19－1）
プログラム：特別講演、一般口頭発表、ポスター発表、企

画セッション
機器展示（ランチョセミナー開催予定）

問合せ先：公益社団法人 におい・かおり環境協会（石井、
中辻）
〒160－0023 東京都新宿区西新宿 4－2－18

西新宿浅井ビル 3階
TEL : 03－5309－2422 E-mail : info@orea.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

プラスチック成型加工学会
第136回 講演会

－－防塵防水シールの基礎からトレンド・最新技術－－

主 催：一般社団法人 プラスチック成形加工学会
日 時：平成 25 年 8 月 6 日㈫
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場 所：東工大蔵前会館 ロイヤルブルーホール
東京都目黒区大岡山 2－12－1 TEL : 03－5734－3737

プログラム：
防水、防塵性能評価を含む信頼性評価技術全般と最近
の事例紹介 中村隆治（OKI エンジニアリング）
高分子材料を使用した静的・動的シールの基本的な考
え方と製品事例紹介 永田裕賢（NOK）
金属と樹脂を型内で接合する成形技術

小林伊知郎（トーノ精密）
熱可塑性樹脂二材とシリコーンの三材成形法

三宅和彦（セントラルファインツール）
金属と樹脂の射出成型接合での、防塵・防水・気密

成富正徳（大成プラス）
異種材料の直接接着技術・接着機構と応用例

六田充輝（ダイセル・エポニック）
問合せ先：一般社団法人 プラスチック成型加工学会 事

務局 東京都品川区大崎 5－8－5
グリーンプラザ五反田第 2 205
TEL : 03－5436－3822

――――――――――――――――――――――――――

第49回X線分析討論会および
第15回全反射蛍光X線分析法
（TXRF2013）国際会議合同会議

主 催：日本分析化学会X線分析研究懇談会
日 時：平成 25 年 9 月 23 日㈪～27 日㈮
場 所：大阪市立大学（杉本キャンパス）学術情報総合セン

ター（大阪市住吉区杉本 3－3－138）
詳細は下記のホームページをご参照ください。
・X線分析討論会のホームページ
http : //www.a-chem.eng.osaka-cu.ac.jp/x49/
・TXRF2013 のホームページ
http : //www.a-chem.eng.osaka-cu.ac.jp/txrf2013/

問合せ先：辻 幸一、大阪市立大学大学院工学研究科化学
生物系専攻
〒558－8585 大阪市住吉区杉本 3－3－138
TEL/FAX : 06－6605－3080
E-mail : tsuji@a-chem.eng.osaka-cu.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

第18回高分子分析討論会

主 催：日本分析化学高分子分析研究懇談会
日 時：平成 25 年 9 月 19 日㈭、20 日㈮
場 所：明治大学 駿河台キャンパス アカデミーコモン

（東京都千代田区神田駿河台 1－1）
内 容：高分子の分析及びキャラクタリゼーションを対象

とした討論会

連絡先：（公社）日本分析化学会 高分子分析研究懇談会
〒141－0031 東京都品川区西五反田 1－26－2
五反田サンハイツ 304 号
TEL : 03－3490－3351
E-mail : Kondankai-hp@jsac.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

平成26年度
東京家政大学専任教員公募要領

1. 職名・人数 教授、准教授または講師（条件によって
は期限付）1名

2. 所 属 家政学部服飾美術学科
3. 専門分野 被服材料学
4. 担当科目 被服材料学、被服材料学実験、繊維製品

の評価、及びその周辺の科目
計 12 時間（6コマ）以上

5. 採用予定時期 平成 26 年 4 月 1 日
6. 応募資格 （1）修士以上の学位を有するか、それと

同等の能力を有する者
（2）衣料管理士課程の教育に意欲のある

者
（3）被服材料学の分野、特に材料物性の

分野に詳しい人が望ましい
7. 提出書類 （1）履歴書（本学所定のもの、写真添付）

（2）教育研究業績一覧（本学所定のもの、
主要論文 5編の番号を○で囲み、別
刷り（コピー可）1部を添付するこ
と）

（3）着任後の教育・研究に対する抱負
（A4版 2000 字以内）

（4）担当主要科目（1科目）の授業計画
8. 選考方法 （1）書類審査

（2）面接および模擬授業
（3）本学教員採用委員会で審査の上、教

員選考委員会の議を経て教授会で決
定

9. 書類提出期限 平成 25 年 7 月 5 日㈮必着
10. 提出用書式請求・書類提出先

〒173－8602 東京都板橋区加賀 1－18－1
東京家政大学教育・学生支援センター
服飾美術学科事務担当宛
TEL : 03－3961－2240
E-mail : sioda@tokyo-kasei.ac.jp

11. そ の 他 応募書類は原則として返却いたしません
が、返却を希望される場合は、その旨を
明記し、切手を貼った返却用封筒を同封
してください。
給与等は本学の給与規定によります。
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繊維学会入会申込書 （正、学生会員用） Fax : 03－3441－3260

1． 本申込書は会員原簿として保存します。判読できるよう太線枠内を明瞭にご記入ください。
会員種別の欄は何れか一方を消してください。また、該当部分の□にチェック記号を記してください。

2． 正会員には紹介会員を必要としません。学生会員はできるだけ在学校教官をご紹介会員としてください。
3． この申込書は、郵便またはファックスにてお送りください。なお、電子メール添付用の入会書式は繊維学会のホーム
ページの会員増強委員会からダウンロードしてお使いください。

4． 会費（正会員 7,800 円、学生会員 3,600 円、入会金は不要）は別送で結構です。送金には、郵便振替、郵便小為替また
は現金書留をご利用ください。自動引落し希望の方には用紙をお送り致します。
送り先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 （一般社団法人）繊維学会 振替口座 00140－8－82890

Tel : 03－3441－5627 Fax : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp
※ 会員の個人情報は（一般社団法人）繊維学会が責任をもって管理し、目的以外には使用致しません。

Alphabet 性別 生年月日 西暦 年 月 日

氏名
□男
□女

紹 介 者

勤務先
・
在学先

社 名 ・ 校 名 部 課 名 ・ 学 部 学 科 名

ふりがな

所在地
〒 －

Tel Fax

E-mail

自宅

ふりがな 送本先

住 所
□勤務先
□自 宅〒 －

Tel Fax

E-mail

最終学歴

学 校 名

取得学位

□学士 □修士 □博士
その他

学部・
研究科名

取得資格卒業・修了
（予定含む） 西暦 年 月（予定）

会費の自動引落（正会員に限る） □希望する（正会員の個人口座に限る） □希望しない

専門分野

□繊維・フィルムの物理 □高強度・高弾性率材料 □繊維・高分子の化学（合成と性質） □ナノ
ファイバー □分析機器による構造評価 □複合材料 □ゲル □接着・界面・コロイドの科学 □
紙・パルプ □環境対応素材 □染料・染色・仕上加工 □紡織・繊維機械 □テキスタイルサイエ
ンス（CADを含む） □ジオテキスタイル □縫製科学・被服機能 □消費科学 □その他

所属学協会 □日本化学会 □化学工学会 □日本家政学会 □日本感性工学会 □日本繊維機械学会
□高分子学会 □日本繊維製品消費科学会 □その他（ ）

会員番号

会員種別 正会員 学生会員

入会申込 西暦２０ 年 月 日
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